
教育委員会事務局 

【款：教育費 項：教育総務費 目：教育委員会費】 

(１) 交際費 

教育行政に必要な外部との交際に要する経費 

240 

(240)

【款：教育費 項：教育総務費 目：事務局費】 

(２) 教職員健康診断関係事業費 

学校・園に勤務する教職員等の健康管理及び疾病の早期発見・治療を図るた

め、健康診断を実施する。 

27,539 

(27,096)

(３) 被服等貸与事業費 

職員に対して被服等を貸与する。 

3,855 

(3,855)

(４) 教職員表彰事業費 

定年・勧奨退職者感謝状贈呈式を実施する。 

36 

(38)

(５) 子ども・子育て支援制度関係事業費 

子ども・子育て支援新制度の実施に要する事務的経費 

  238 

(1,541)

(６) 公立学校共済組合交付金 

公立学校共済組合に対する交付金 

2,414 

(1,894)

(７) 職員旅費 

職員の出張旅費及び会計年度任用職員の費用弁償 

6,028 

 (5,931)

【款：教育費 項：教育総務費 目：学校指導費】 

(８) あまっ子ステップ・アップ調査事業費 

教育委員会と学校が児童生徒の学力と生活実態の状況を把握し、教育活動に関

する継続的な検証改善サイクルを確立するため、小学 1 年生～中学 2 年生を対

象に、学力調査と生活実態調査を実施する。 

31,514 

(31,533)

(９) 児童生徒文化充実支援事業費 

児童生徒の個性や能力の伸長と学力の向上を図るため、小・中学校の教科等研

究会の実践的な取組を支援する。 

6,416 

(6,372)

 (10) 多文化共生支援員派遣事業費 

日本語支援を必要とし、言語の障壁による心のケアを必要とする児童生徒が在

籍する学校に、母語を理解できる多文化共生支援員を派遣し、学校の教育活動

を補助する。 

・対象外国語  

中国語、フィリピノ語（フィリピン語）、スペイン語、英語、韓国語、ベト

ナム語等 

3,074 

(2,624)
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(11) 小学校体験活動事業費 

学習の場を教室から自然の中へ移し、様々な体験活動を

通して、自然や環境に対する豊かな感受性、自然環境の

多様さや大切さ、命の営みを感じさせるとともに、社会

性や自律心を育む。 

87,326 

(87,352)

(12)

主要

No.15

幼稚園教育振興事業費 

「尼崎市立幼稚園教育振興プログラム」に掲げた 6 つの柱をさらに推進、拡充

するため、幼保小連携教育推進モデル地区において、アプローチ・スタートカ

リキュラムの実践と検証を行い、その知見を市内の保育所、認定こども園、幼

稚園、小学校に発信することにより、小 1 プロブレム等の解消を図り、幼児期

と児童期の滑らかな接続を推進する。また、地域の未就園児を対象とした体験

保育の定期的な実施を行い、子育て支援の充実を図る。 

令和 3 年度においては、「（仮称）市立幼稚園あり方検討会」を設置し、今後

の市立幼稚園における教育内容の充実策や効果・効率的な運営体制を検討す

る。 

4,663 

(4,180)

(13) すこやか子育て支援事業費 

市立幼稚園において、園庭開放、子育て講演会等の子育

て支援事業を実施する。 

355 

(355)

(14) 課外クラブ関係事業費 

中学校・高等学校の課外クラブに技術指導者を配置する

ことなどにより、課外クラブ活動の円滑な運営と振興を

図るとともに、全国大会等に出場する生徒に激励金を支

給する。 

《課外クラブ数の推移》 

校 種 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 2 年度 

中学校 運動部 206 210 205 196 195

文化部 82 78 79 76 71

合 計 288 288 284 272 266

全日制高等学校 運動部 51 47 49 48 41

文化部 44 48 44 41 44

合 計 95 95 93 89 85

定時制高等学校 運動部 15 16 14 15 13

文化部 18 17 18 13 18

合 計 33 33 32 28 31

24,203 

(24,625)

(15) 尼崎高等学校運動クラブ競技力向上事業費 

尼崎高等学校運動クラブのさらなる競技力向上と、バランスのとれた心身の成

長を図るため、教員指導者を支援するコーチを強化指定クラブに配置するとと

もに、トレーナーによるトレーニング指導を行う。

12,047 

(12,047)

117



(16) 尼崎高等学校体育科野外活動等事業費 

尼崎高等学校体育科において、カリキュラムの一つである野外活動を通じて連

帯感を養い、自立心を育むとともに技術の向上を図る。 

3,812 

(2,827)

(17)

主要

No.11

尼崎高等学校特色づくり推進事業費 

生徒の学力向上を図り、国公立・有名私立大学への進学率向上を図るため、土

曜日や放課後、長期休業期間中に補習学習を行う。また、正解のない問いに取

り組む｢課題解決型学習｣を行うことで、これからの｢生きる力｣を育む。 

体育科の専門科目について、①スポーツを文化的、社会的視点で学ぶ、②様々

なスポーツの特性を学ぶ、③スポーツを科学的視点で学ぶ、④スポーツの理論

と実践を融合する、の 4 つの視点から見直し、社会に開かれた、課題解決型の

学習を展開する。また、新カリキュラムに必要な設備等を整備するとともに、

各界からのアスリートや指導者等による講演会・実技指導を行い、地域との連

携推進を図る。 

25,291 

(907)

(18) のびよ尼っ子健全育成事業費 

学校・家庭・地域の協働と関係機関との連携により、それぞれの地域特性に応

じた児童生徒の健全育成を図り、安全・安心で快適な環境づくりを推進する。 

2,388 

(2,538)

(19) 不登校対策事業費 

教職員への研修、こども自立支援活動等を活用して不登校の要因・背景等を把

握し、不登校の未然防止、早期発見・早期対応につなげるとともに、ハートフ

ルフレンド派遣事業を充実させるなど、不登校児童生徒の多様な状況に応じた

サポートを行う。 

1,489 

(1,874)

(20)

主要

No.12

教育支援室運営事業費 

学校以外の学びの場の保障と親を含めた支援者との連携を行うため、不登校児

童生徒の通う「教育支援室」の運営と、身近な学習スペースである「サテライ

ト教室」の充実を図るとともに、「不登校の子をもつ親のつどい」を実施す

る。 

不登校児童生徒の通う「教育支援室（「ほっとすてっぷ」）」を市内 2 か所か

ら 3 か所に増やすとともに、不登校児童生徒に対するオンライン学習支援をモ

デル的に実施する（「ほっとすてっぷオンライン」）。 

20,911 

(9,145)

(21) 学校支援専門家派遣事業費 

良好な学校環境づくりに資するため、学校が抱える児童生徒の問題行動やいじ

め、不登校等における対応が、困難かつ緊急性が高い場合に、専門的視点から

支援を行うアドバイザーを派遣し、早期解決を図る。 

1,080 

(1,080)

(22)

主要

No.16

情報モラル教育支援員派遣事業費 

ネットいじめの防止に向け、ＳＮＳをはじめとする情報モラルの向上を図ると

ともに、児童生徒による主体的なスマホルール作りの導入を進める。 

令和 3 年度からは、市立小学校に加え、市立中学校においても専門的知識を有

する支援員による出前授業を実施する。 

354 

(246)
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 (23) キャリア教育推進事業費 

生徒が、将来、社会的・職業的に自立し、社会とのつながりや社会における自

らの役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現するための力及び多様な考

えや立場を理解し、他者と協力・協働して社会参画する姿勢を育成するため、

中学校における進路指導体制の強化を図るとともに、早い段階から将来につい

ての意識付けを行い、生徒や保護者へのきめ細かな進路指導や情報提供を充実

する。また、市立高等学校に通う生徒を対象に、学問の知識だけでなく、実際

に就業を体験することにより様々な職業を知り、就職力を育てるために、事業

所見学、ジュニアインターンシップ等を実施する。 

10,520 

(10,541)

(24) 尼崎双星高等学校特色づくり推進事業費 

尼崎双星高等学校において、生徒の個性を活かした特色と魅力ある学校づくり

を推進するとともに、中学生に対して特色ある高等学校教育を広くアピールす

るための各種事業を実施する。また、正解のない問いに取り組む｢課題解決型

学習｣を行うことで、これからの｢生きる力｣を育む。 

7,240 

(7,184)

(25) 琴ノ浦高等学校特色づくり推進事業費 

ジョブサポートティーチャーを配置し、進路指導部と連携しながら、企業訪問

等の活動を行うことで求人開拓を行い、生徒の進路実現を図るとともに、基礎

的な学力が十分身についていない生徒に対して補習を実施し、基礎学力の定着

を図るほか、発達障害や心の不安を抱えた生徒や保護者をサポートするための

カウンセラーを派遣する。また、正解のない問いに取り組む｢課題解決型学習｣

を行うことで、これからの｢生きる力｣を育む。 

技術力向上事業として、工業系の生徒・教員を対象に「ものづくり」を中心と

した定時制高等学校における工業教育の充実を図る。 

地域貢献事業として、生徒・教員が中心となり、地域の人々と交流を行い、地

域の活性化を図る事業を実施する。 

また、特別な支援を要する生徒に対し、通級指導を実施し、学習、生活上の困

難の克服または改善を目指す。 

3,137 

(3,137)

(26) 特別支援教育推進事業費 

障害のある幼児児童生徒が持てる力を高め、生活や学習

上の困難を改善又は克服するために、一人一人の教育的

ニーズを把握し、個々に応じた指導・支援等、適切な特

別支援教育を推進する。 

・宿泊校外行事看護師配置事業等 

4,884 

(4,689)

(27) インクルーシブ教育システム検討事業費 

令和 3 年 2 月策定の「尼崎市特別支援教育基本方針」を踏まえ、今日的な課題

となっている医療的ケア児童等への支援のあり方について検討する。 

93 

(567)

(28) トライやる・ウィーク推進事業費 

地域の中で様々な体験活動を行うことで、共に生きる心

や感謝の心を育み、自立性を高めるなど、「生きる力」

を育成するとともに、地域の人々にも中学生を理解して

もらうよい機会とし、地域の教育力を向上させる。 

14,400 

(13,760)
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(29) 授業改善推進事業費 

これからの時代を生きる子どもたちに、基本的な知識及び技能を習得させ、こ

れらを活用して課題を解決する思考力や判断力を養うため、全ての学校におい

て、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行う。 

① 全小中高等学校及び特別支援学校に、主体的･対話的で深い学び等、授業

改善に向けて各学校に研究で必要な費用（報償費、需用費）を支援する。 

② 小中学校の教員と教育委員会の指導主事が、先進的な授業改善を実施して

いる全国の先進校を視察し、効果的な取組を自校及び市内に啓発する。 

6,571 

(6,600)

(30)

主要

No.7

No.8

学力定着支援事業費 

各学校でこれまで行われてきた本事業での取組の成果を

踏まえて、学習を積み重ねる時のつまずきが広がらない

よう、児童生徒一人ひとりの学力と学習状況を分析し、

よりきめ細かな個別指導・支援等による学習意欲の向上

と基礎学力の定着を目指すことで、市内全体における学力の底上げを図る。 

① 「学習支援員」を小中学校に全校配置 

授業における同室複数指導等の学習補助や放課後学習、土曜学習、長期

休業中等における学習の指導を行う。 

② 「そだち指導補助」を小中学校に配置 

学習の理解や定着の過程で発生するつまずきに対応するため、個別指導

やきめ細かな学習支援を行う。 

③ 「多層指導モデル MIM」を活用した指導 

小学校低学年を対象に、国語の読みを原因とする学習面のつまずきに対

する科学的根拠のある指導を通して、読みの効果的な早期指導・支援に

取り組む。 

児童生徒一人ひとりの学力と学習状況を分析し、よりきめ細かな個別指導・支

援等による学習意欲の向上と基礎学力の定着を図るため、市立小・中学校に学

習支援ドリルを導入するとともに、これまで市立中学校 1 年生を対象に実施し

ていた夏季勉強会を廃止し、ＩＣＴ教材（学習支援ドリル）の活用による市内

全体における学力の底上げを図る。 

83,694 

(62,461)

(31) 英語教育推進事業費 

ネイティブ・スピーカーや英語が堪能な地域人材などの協力を得る等、指導体

制の充実を図るとともに、今求められる 4 技能 5 領域※をバランスよく高める

ための指導の工夫を行うことにより、児童生徒の異文化に対する関心を高め、

積極的にコミュニケーションを図ろうとする資質・能力の育成を図り、実践的

なコミュニケーション能力の伸長を図る。 

※「聞くこと」「読むこと」「話すこと【やり取り】」「話すこと【発表】」

「書くこと」 

53,914 

(59,261)

(32) 英語学習ホップ・ステップ・ジャンプ事業費 

英語力の向上と自ら学習する意欲を高めるため、中学生

と高校生を対象に英語検定の検定料を補助する。 

また、実践的英会話能力の向上を図るため、高校生を対

象とした海外での語学研修を実施する。 

【教育振興基金事業】 

4,840 

(4,749)
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(33) 理数探求事業費 

「理科離れ」が進む中、理科に係る様々な体験は、学校の授業時間以外で体験

する可能性が高く、自身の興味、関心を動機として創造的に物事に取り組んで

いる現状がある。そうした機会を基金事業として提供し、科学技術が成熟して

いる現代において、消費だけでなく創造的な人材の育成を図る。 

【教育振興基金事業】

2,125 

(2,125)

(34) 読書力向上事業費 

市立中学校全校に地域ボランティアを配置し、読書環境の充実を図ることによ

り、生徒の読書への興味を高め、読書習慣の育成を図る。

3,230 

(3,230)

(35) 社会力育成事業費 

規範意識やコミュニケーション力の低下など多くの課題

が存在する中で、中学生による集団活動や自治活動を通

じて、人間関係作りも含めた社会力の育成を推進する。 

1,597 

(1,597)

(36) こころの教育推進事業費 

小・中学校において、「生命を尊重する心」と「規範意

識」を育成するため、保護者や地域住民が一体となっ

て、道徳的課題について共に学び、考える機会を提供す

る取組を行う。 

また、学校が教育活動全体で行う道徳教育を補充・深化・統合し、要となる道

徳授業の質的転換を図り、児童生徒の道徳性を高める。 

2,135 

(1,706)

(37) 心の教育相談事業費 

いじめや不登校をはじめ、複雑・多様化する子どもたちの悩みの解決を支援す

るため、教育相談を総合的に実施するとともに、教育に関する知識に加えて、

社会福祉等の専門的な知識・技術を用いて、子どもの置かれた様々な環境に働

きかけるため、スクールソーシャルワーカーを全中学校区に配置し、全小学

校、中学校に関わりを持つとともに、更なる教育相談体制の充実を図る。 

また、匿名報告アプリ「STOPit」を市立中学校、市立高等学校に導入し、生徒

にとって身近なＳＮＳを活用して、いじめに関する問題や悩み事、ＳＮＳ上で

のトラブル等について、教育委員会に匿名で報告できる環境を構築すること

で、教育委員会、学校、関係機関等で情報共有して早期に適切な対応につな

ぐ。 

7,358 

(7,832)

(38) 特別支援教育サポートシステム事業費 

学校・園に有償ボランティアを配置し、特別な教育的支援が必要な幼児児童生

徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援の充実を図る。 

4,356 

(3,300)

(39) 職員旅費 

会計年度任用職員の費用弁償

10,042 

(7,844)
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【款：教育費 項：教育総務費 目：教育総合センター費】 

(40) 教職員研修事業費 

研修体系に基づいた幅広い研修を実施し、教職員の資質向上を図るとともに、

教員自らが実践的指導力を高めるための自主的研究を推進し、指導力の向上を

図る。 

また、市として体罰再発防止の取組を一層強化する必要性から、外部の専門機

関に委託し、令和 2 年度からの 3 年間を集中期間として、体罰防止へ向けた教

職員の特別研修を実施する。 

6,245 

(5,854)

(41)

主要

No.9

未来の学び研究事業費

社会の変化に伴う新しい教育課題に対する先進的な研究を行い、教職員の指導

力向上を図る。 

尼崎市版ＧＩＧＡスクール構想（ＡＧＳ）の実現に向け、ＩＣＴを活用した授

業方法に関する先進的な研究を進め、教職員のＩＣＴ活用指導力向上を図る。 

4,034 

(2,534)

(42) 教育情報収集・提供事業費 

教育活動に役立つ情報を収集・整理して教育関係職員に提供し、資質の向上に

役立てる。また、広報活動を通して保護者・教職員等への啓発を図る。 

・「教育あまがさき」の発行（年 2回）等 

705 

(705)

(43) 調査研究・教材開発事業費 

当面する教育課題について実証的な研究を深めるとともに、研究成果を市内に

広め、本市教育の充実を図る。 

926 

(2,078)

(44) 育み・育ち・つなぐ音楽のまち尼崎事業費 

小・中・高等学校の児童生徒による多彩な音楽活動を通して子ども達を育み、

大人も育ち、市民が愛着と誇りの持てる未来につなぐまちづくりを推進する。

【教育振興基金事業】 

5,893 

(7,200)

(45) 学校情報通信ネットワークシステム関係事業費 

児童生徒の情報活用能力を育成するため、日常の教育活動の中で、コンピュー

タ・ネットワークが利用できる環境を整備するとともに、事務処理の効率化、

学校間交流の活性化、学校と教育委員会との情報交換の円滑化を図る。また、

教育ＩＣＴ環境整備による新システムへの移行までの期間、安定的にシステム

を運用する。 

60,141 

(74,243)

(46) 教育ＩＣＴ環境整備事業費 

「分かりやすい授業の実施と児童生徒の情報活用能力の育成」、「校務の情報

化による業務の効率化」等、という視点で教育ＩＣＴ環境の一層の充実と適正

化を図るため、児童生徒及び教職員のＩＣＴを活用した学習基盤を整備する。 

250,759 

(395,773)

(47)

主要

No.10

療養児等学習支援事業費 

病気療養児等、学校に通学することができない児童生徒に対して、ＩＣＴを活

用して学習保障を行うための環境整備を図り、教育の機会均等を確保する。 

1,432 

(0)
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【款：教育費 項：教育総務費 目：教育諸費】 

(48) 要保護・準要保護児童生徒就学援助費等扶助費 

経済的理由により、就学困難な小・中学校に通う児童生徒の保護者に対して、

学用品費等の一部を支給することによって、義務教育の円滑な実施に資する。 

《要保護・準要保護児童生徒就学援助費等扶助の推移》 （単位:人・千円） 

29 決算 30 決算 元決算 2 当初 2 決見 3 当初 

人  数 7,225 6,807 6,454 6,825 6,465 6,928

扶助額 214,952 188,099 200,224 217,087 186,639 215,622

215,622 

(217,087)

(49)

主要

No.6

準要保護児童生徒就学援助給食費扶助費 

経済的理由により、就学困難な小・中学校に通う児童生徒の保護者に対して、

学校給食費を扶助することによって、義務教育の円滑な実施に資する。 

成長期にある生徒の心身の健全な発達のため、栄養バランスの取れた給食を提

供することにより、健康の保持増進、体位の向上を図るとともに、学校給食を

生きた教材として活用しながら食育の推進に取り組むことにより、食生活に対

する正しい理解と望ましい食習慣を身に着けることを目指す。 

《準要保護児童生徒就学援助給食費扶助の推移》    （単位:人・千円） 

29 決算 30 決算 元決算 2 当初 2 決見 3 当初 

人  数 3,915 3,718 3,543 3,724 3,614 5,705

扶助額 153,958 146,835 137,832 149,339 127,151 172,571

※令和 4年 1月から 中学校給食開始 

172,571 

(149,339)

(50) 要保護・準要保護児童生徒就学援助医療費扶助費 

経済的理由により、就学困難な小・中学校に通う児童生徒の保護者に対して、

医療費を扶助することによって、義務教育の円滑な実施に資する。 

《要保護・準要保護児童生徒就学援助医療費扶助の推移》（単位:人・千円） 

29 決算 30 決算 元決算 2 当初 2 決見 3 当初 

人 数 2,143 1,772 1,584 2,038 2,038 1,834

扶助額 6,822 6,279 5,256 7,170 7,170 5,548

5,548 

(7,170)

(51) 子育て支援施設等利用給付費 

幼児教育・保育の無償化に伴い、私立幼稚園（「施設型給付」を受けない幼稚

園）に対して、保育料の無償化相当額を給付する。 

662,188 

(686,467)

(52) 施設型給付費 

私立幼稚園（「施設型給付」を受ける幼稚園）及び認定こども園に対して、施

設型給付費を給付する。 

1,817,982 

(1,829,740)

(53) 児童検診助成事業費 

子ども・子育て支援新制度に移行した私立幼稚園に在籍する児童の眼科及び耳

鼻科検診に係る経費の一部を助成する。 

142 

(284)
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(54) 実費徴収に係る補足給付事業費 

幼稚園等に支払う教材費や給食費（副食材料費）といった実費徴収額に対し

て、低所得世帯等に属する児童における給食費の一部を、生活保護世帯に属す

る児童における教材費の一部を補助する。 

21,369 

 (20,018)

(55) 幼稚園型一時預かり事業費補助金 

幼稚園型一時預かり事業を実施する私立幼稚園及び認定こども園に補助金を交

付する。 

53,194 

(45,538)

(56) 認定こども園特別支援教育経費補助金 

健康面や発達面において特別な支援が必要な児童を受け入れる私立認定こども

園に職員の加配に必要な費用の一部を補助する。 

3,918 

(0)

(57) 修学援助金交付金 

高等学校・高等専門学校等に在学する生徒をもつ保護者で、経済的理由によっ

てその修学を続けさせることが困難な者に対し、修学援助金を交付する。 

なお、国の低所得者向けの給付型奨学金制度である「高校生等奨学給付金」と

併給調整を図っている。 

《修学援助金交付の推移》               （単位:人・千円） 

29 決算 30 決算 元決算 2 当初 2 決見 3 当初 

人  数 228 169 122 173 118 126

交付額 14,281 10,512 7,900 10,877 7,500 8,077

8,077 

(10,877)

(58) 丹波少年自然の家事務組合負担金 

丹波少年自然の家の建設及び運営に関する負担金 

29,716 

(31,047)

(59) 教育振興基金積立金 

教育振興に係る事業を推進するため、市民等からの寄付金などを教育振興基金

に積み立てる。

13,892 

(11,925)

《基金残高の推移》                              （単位:千円） 

29 末残高 30 末残高 元末残高 2 末残高 3 積立 3 取崩 3 末残高 

207,389 215,122 200,981 209,820 13,892 13,883 209,829

【款：教育費 項：小学校費 目：学校管理費】 

(60) 教材費 

学校教育に係る教科用消耗器材、教材教具備品等を整備し、教育の振興を図

る。 

241,466 

(332,300)

(61) 情報教育推進事業費 

学習用コンピュータ等を整備し、学習指導要領に示された情報教育を推進す

る。 

5,237 

(61,242)
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(62)

主要

No.17

施設維持管理事業費                

① 施設数 41 校 

② 竣工年 昭和 2年～平成 30 年 

③ 管 理 直営管理 

788,047 

(691,711)

《わかば西小学校》

現在の学校施設の地域開放制度を地域学校協働本部と密接に関連付けることに

より、地域学校協働本部の参画の拡大を図り、学校を拠点とした地域活動の奨

励と、学校と地域が一体となって子供たちを育む「地域とともにある学校づく

り」のさらなる推進を小学校全校で展開する。また、地域開放と目的外使用を

一本化し、市民が気軽に学校施設を利用できるよう、市のＨＰで利用可能時間

帯を提示するなど、全校園の目的外使用について積極的にＰＲしていく。 

【款：教育費 項：小学校費 目：学校建設費】 

(63) 特別支援学級教室整備事業費 

普通教室を特別支援学級教室に改造する。

・特別支援学級教室整備（園田南小） 

10,000 

(9,100)

(64) 各種施設整備事業費 

施設設備における経年劣化その他の実態に応じて各種の整備を実施する。 

・屋上防水改修（下坂部小）、屋外通路改修（杭瀬小）、消火ポンプ更新（下

坂部小）等 

76,496 

(66,123)

【款：教育費 項：中学校費 目：学校管理費】 

(65) 教材費 

学校教育に係る教科用消耗器材、教材教具備品等を整備し、教育の振興を図

る。 

180,354 

(136,775)

(66) 情報教育推進事業費 

学習用コンピュータ等を整備し、学習指導要領に示された情報教育を推進す

る。 

4,091 

(8,909)

(67) 施設維持管理事業費              

① 施設数 18 校（うち 1校は分校） 

② 竣工年 昭和 33 年～平成 30年 

③ 管 理 直営管理 

356,097 

(309,306)

《小田中学校》

【款：教育費 項：中学校費 目：学校建設費】 

(68) 各種施設整備事業費 

施設設備における経年劣化その他の実態に応じて各種の整備を実施する。 

・外壁改修（小田北中）、屋上防水改修（小田北中）、体育館床改修（武庫

中）、消火配管漏水改修（立花中、武庫中、小園中）等 

188,172 

(27,617)

【款：教育費 項：高等学校費 目：高等学校総務費】 

(69) 職員旅費 

職員の出張旅費及び会計年度任用職員の費用弁償 

14,972 

(14,486)
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【款：教育費 項：高等学校費 目：全日制高等学校管理費】

(70) 教材費 

学校教育に係る教科用消耗器材、教材教具備品等を整備し、教育の振興を図

る。 

46,827 

(46,765)

(71) 情報教育推進事業費 

学習用コンピュータ等を整備し、学習指導要領に示された情報教育を推進す

る。

12,045 

(12,731)

(72) 尼崎高等学校第２グラウンド送迎バス委託等事業費 

尼崎高等学校の第 2 グラウンドでの授業及びクラブ活動が円滑に運営できるよ

う送迎バス業務を委託するなど、良好な教育環境の確保を図る。 

16,377 

(18,122)

(73) 施設維持管理事業費 

① 施設数 2校 

② 竣工年 昭和 41 年～平成 22年 

③ 管 理 直営管理 

158,133 

(156,525)

《尼崎双星高等学校》

【款：教育費 項：高等学校費 目：定時制高等学校管理費】 

(74) 教材費 

学校教育に係る教科用消耗器材、教材教具備品等を整備し、教育の振興を図

る。 

14,758 

(15,308)

(75) 情報教育推進事業費 

学習用コンピュータ等を整備し、学習指導要領に示された情報教育を推進す

る。 

1,079 

(2,297)

(76) 施設維持管理事業費 

琴ノ浦高等学校

① 竣工年 平成 25 年（北城内 47－1） 

② 管 理 直営管理 

16,195 

(16,935)

《琴ノ浦高等学校》

【款：教育費 項：高等学校費 目：学校建設費】 

(77) 各種施設整備事業費 

施設設備における経年劣化その他の実態に応じて各種の整備を実施する。 

・空調設備改修（尼崎高） 

30,471 

(22,074)

(78) 市立全日制高等学校用地取得事業費 

尼崎双星高等学校敷地（旧北配水場跡地）を公営企業局から購入する。 

242,293 

(243,144)
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【款：教育費 項：幼稚園費 目：幼稚園費】

(79) 教材費 

幼稚園教育に係る教材教具用の消耗器材、備品等を整備し、教育の振興を図

る。 

17,186 

(16,457)

(80) 施設整備事業費 

施設設備における経年劣化その他の実態に応じて整備を実施する。 

2,600 

(1,300)

(81) 市立幼稚園一時預かり事業費 

市立幼稚園全園で、教育課程に係る教育時間終了後などの時間帯に、保護者か

ら希望がある園児の一時預かりを行う。 

96 

(111)

(82) 市立幼稚園通園対策事業費 

通園距離が 1.2km を超える家庭のうち、徒歩や自転車での通園が困難で、公共

交通機関の利用を希望する家庭に対し、園児の保護者等の運賃など通園に係る

経費の一部を補助する。 

345 

(402)

(83) 施設維持管理事業費 

① 施設数 9園 

② 竣工年 昭和 42 年～平成 31年 

③ 管 理 直営管理 

34,232 

(34,439)

《竹谷幼稚園》

【款：教育費 項：特別支援学校費 目：特別支援学校費】 

(84) 教材費 

学校教育に係る教科用消耗器材、教材教具備品等を整備し、教育の振興を図

る。 

8,707 

(8,681)

(85) 情報教育推進事業費 

学習用コンピュータ等を整備し、学習指導要領に示された情報教育を推進す

る。 

114 

(793)

(86) スクールバス運転業務委託等事業費 

運転業務の効率化及び児童生徒に対する送迎体制の充実を図るため、スクール

バスの運転業務等を民間業者に委託及び介護タクシーの使用を実施する。

40,560 

(38,712)

(87) 看護師派遣業務委託事業費 

登下校及び学校教育活動中において医療行為が必要な児童生徒の安全を確保す

るために、民間機関に委託して看護師を派遣する。 

36,104 

(35,747)

(88) 尼崎養護学校移転事業費 

旧尼崎養護学校跡地を活用するため、校舎等に係る解体撤去工事設計業務委託

を行う。 

・旧尼崎養護学校解体撤去工事設計業務委託

7,645

(0)
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(89) 施設維持管理事業費 

あまよう特別支援学校 

①  竣工年 平成 31 年（東難波町 2丁目 14－40） 

②  管 理 直営管理 

33,422 

(22,483)

【款：教育費 項：社会教育費 目：社会教育総務費】

(90) 尼崎学びのサポート事業費 

生涯学習情報誌の発行やホームページを活用して生涯学習に関する効果的な情

報発信を行うとともに、生涯学習関連施設と連携し、市民の主体的な学習を支

援する職員を育成することにより、市民への学習支援機能の推進を図る。 

197 

(197)

(91) 学社連携推進事業費 

地域の豊かな社会資源を活用し、子どもたちが地域

社会の中で様々な体験ができるよう、また、学校の

求めと地域力をマッチングし、より効果的な支援が

行われるよう調整するコーディネーターを小学校に

配置する。 

① 地域と学校の連携・協働活動事業 

② 学校図書ボランティア育成事業 

③ 特別支援ボランティア養成事業 

④ スクールサポーター人材バンク事業 

学校が抱える課題の解決や学習支援、体験活動の充実に向け、学校運営に地域

の声を積極的に生かしながら、地域とともに特色ある学校づくりを進めていく

ため、モデル校でコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）を導入す

る。 

6,579 

(8,654)

(92) 成人教育事業費 

ユネスコ活動事業を振興するとともに、市民への平和都

市宣言の趣旨の啓発、社会教育施設等で実施される平和

教育事業の情報の発信により、平和について考える機運

を高める。 

74 

(74)

(93) 人権啓発活動事業費 

基本的人権が尊重される地域社会の形成に向け、人権啓発資料の作成を行うと

ともに、学習会や講演会を実施し、市民意識の高揚を図る。 

① 市民啓発活動事業 

② 人権教育小集団学習事業等 

3,648 

(3,589)

(94) 人権啓発リーダー育成事業費 

人権学習グループなどが実施する人権学習会等で助言す

るリーダーを育成することにより、市民の学習の促進と

充実を図る。 

① 人権啓発オピニオンリーダー設置事業 

② 人権啓発推進リーダー設置事業等 

1,329 

(1,300)
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(95) 青少年健全育成啓発事業費 

市民に青少年の健全育成について、あらゆる機会を通じて積極的に啓発し、意

識の高揚を図る。

141 

(144)

(96) 少年補導活動事業費 

青少年を有害な環境から守り、非行に走らないよう、少年補導委員による補導

活動・相談活動・啓発活動を実施するほか、少年補導関係機関と連携し、補導

活動を円滑かつ効果的に推進する。

16,156 

(17,989)

(97) ＰＴＡ連合会等補助金 

社会教育関係団体に対し、助成を行い、団体活動の運営強化を図る。 

（補助団体）尼崎市ＰＴＡ連合会、尼崎市連合婦人会 

340 

(340)

(98) 職員旅費 

職員の出張旅費及び会計年度任用職員の費用弁償 

5,373 

(5,037)

【款：教育費 項：社会教育費 目：図書館費】 

(99) 図書館行事事業費 

市民の読書意欲の向上や子どもたちの読書への動機づけを図るために、各種行

事を実施する。 

① 絵本読み聞かせ講座（6回実施予定） 

② 出張講座（12幼稚園対象） 

③ おはなしボランティア養成講座（7回実施予定） 

④ 平和教育推進事業及び読書週間での展示 

⑤ 成人のための読書推進特別講座（2回実施予定） 

404 

(274)

(100) 障がい者等サービス事業費 

視覚障がい者等に対して、対面朗読の実施や､ 「点字図書」及び「録音図書」

等の郵送貸出しを行う。 

165 

(135)

(101)

主要

No.3

図書等購入事業費 

図書館運営のために必要な図書及びＡＶ資料並びに逐次刊行物を購入する。 

なお、令和 3 年度から従来の紙図書の購入に加え電子書籍を導入し、非来館型

サービスを実施する。 

37,033 

(32,837)

(102) 図書館サービス網関係事業費 

市民の学習活動を支援するため、中央図書館・北図書館・生涯学習プラザ・ユ

ース交流センターの計 10 施設を結ぶ図書情報オンラインシステムにより、市

内での自由な図書の貸出・返却及びインターネットを利用した蔵書検索等を可

能にする。 

20,292 

(21,797)

(103) 資料整理事業費 

資料保存のため、市報・新聞の阪神版等の製本及び図書館資料の補修・補強な

どを行い、図書館サービスの向上に資する。

458 

(313)
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(104) 北図書館指定管理者管理運営事業費 

北図書館 

① 竣工年 昭和 54 年（南武庫之荘 3丁目 21－21） 

② 構造等 鉄筋コンクリート造地下 1階地上 3階建て 

    延べ床面積 2,477.49 ㎡ 

敷地面積 1,569.62 ㎡ 

③ 管 理 指定管理（令和 3～7年度・（株）図書館流通センター） 

104,700 

(98,895)

(105) 施設整備事業費 

施設設備における経年劣化その他実態に応じて整備を実施する。 

・中央図書館受水槽整備工事 

8,612 

(18,045)

(106) 施設維持管理事業費 

中央図書館 

① 竣工年 平成 2年（北城内 27） 

② 構造等 鉄骨鉄筋コンクリート造地下1階地上3階建て 

延べ床面積 4,728.40 ㎡ 

敷地面積 2,878.28 ㎡  

③ 管 理 直営管理

76,001 

(77,037)

【款：教育費 項：社会教育費 目：歴史博物館費】 

(107) 文化財保護啓発事業費 

遺跡の発掘調査を実施するとともに、文化財の保護・啓発に努める。 

5,382 

(4,834)

(108) 歴史博物館資料保存事業費 

歴史資料を地域資産として保存・活用するため、資料の購入を行う。 

1,000 

(830)

(109)

主要

No.70

歴史博物館展示事業費 

歴史博物館が所蔵する資料等を活用した特別展・企画展

を開催する。 

令和 2 年 10 月に開館した歴史博物館において、尼崎の

歴史や文化財に関わるテーマで、他都市博物館等から借

用した文化財・歴史資料も活用した特別展を開催し、市

内外から多くの来館者を迎え、特別展を通じて本市の深

くて長い歴史や豊富な文化財をＰＲする。 

3,922 

(549)

(110) 歴史博物館教育普及事業費 

地域の歴史に関わる各種体験学習活動を市民と協働で実施するなど、教育普及

事業を行う。 

621 

(821)

(111) あまがさきアーカイブズ推進事業費 

古文書・近現代文書や歴史的公文書、写真・地図などの

地域史料を収集・保存し、市民・研究者等に公開するな

ど活用を図るとともに、紀要「地域史研究」を発行す

る。 

2,656 

(3,070)
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(112) 歴史博物館維持管理事業費 

歴史博物館（本館） 

① 竣工年 昭和 13 年(令和 2年改修、南城内 10-2） 

② 構造等 鉄筋コンクリート造3階建て 

延べ床面積 4,706.19 ㎡ 

③ 管 理 直営管理

46,774 

(29,239)

(113) 田能資料館展示事業費 

田能資料館が所蔵する資料等を活用した企画展を開催す

る。 

217 

(64)

(114) 田能資料館教育普及事業費 

古代の生活を体験する各種体験学習事業を市民と協働で

実施するなど、教育普及事業を行う。 

838 

(463)

(115) 田能資料館維持管理事業費 

田能資料館 

① 竣工年 昭和 45 年（田能 6丁目 5－1） 

② 構造等 収蔵庫：鉄骨造 1階建て 

復元住居：木造 茅葺き 

延べ床面積 459㎡(収蔵庫：371 ㎡、 

復元住居：88㎡)、敷地面積 5,219.73 ㎡ 

③ 管 理 直営管理 

3,748 

(3,697)

(116) 田能資料館施設整備事業費 

老朽化に伴い復元高床倉庫を建替える。 

29,000 

(0)

【款：教育費 項：保健体育費 目：学校給食費】

(117) 小学校給食関係事業費 

衛生管理を図るため、給食室の設備点検、給食従事者の健康管理（検便検査）

や研修を実施するとともに、資源の再利用を目的に牛乳紙パックの再資源化な

どを行う。 

13,116 

(8,358)

(118)

主要

No.6

中学校給食関係事業費 

令和 4 年 1 月の中学校給食の開始に向け、民間事業者（ＳＰＣ）に対してモニ

タリングを実施し、学校給食センター整備運営事業(ＰＦＩ事業)を計画的に推

進する。また、学校とも連携し、受入れ体制など運用面の取組みを進め、安全

安心なおいしい給食を提供する。 

成長期にある生徒の心身の健全な発達のため、栄養バランスの取れた給食を提

供することにより、健康の保持増進、体位の向上を図るとともに、学校給食を

生きた教材として活用しながら食育の推進に取り組むことにより、食生活に対

する正しい理解と望ましい食習慣を身に着けることを目指す。 

債務負担行為（3年度提出分）金額 3,200  

45,923 

(7,198)
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(119) 中学校弁当推進事業費 

家庭からの弁当を持参しない日に、子どもたちの昼食改善及び子育て支援の観

点から、令和 4 年 1 月の中学校給食開始まで、廉価で、ごはんを主食とし、栄

養バランスの取れた弁当を全中学校で提供する。 

11,195 

(12,523)

(120)

主要

No.6

学校給食センター整備運営事業費 

民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律に基づき、市

と民間事業者（ＳＰＣ）が連携し、学校給食センターの設計、建設、運営業

務、維持管理を行う（ＰＦＩ事業）。 

成長期にある生徒の心身の健全な発達のため、栄養バランスの取れた給食を提

供することにより、健康の保持増進、体位の向上を図るとともに、学校給食を

生きた教材として活用しながら食育の推進に取り組むことにより、食生活に対

する正しい理解と望ましい食習慣を身に着けることを目指す。 

事業期間 令和元年 12月から令和 18 年 7 月まで 

令和 3年度の事業内容 

令和 3年 10 月  建設工事完了 

12 月 開業準備、施設の引渡し 

令和 4年 1 月  給食開始 

3,617,625 

(0)

(121) 学校給食費徴収管理関係事業費 

令和 3 年 4 月から市の歳入歳出予算に計上する学校給食費の公会計化への移行

に伴い、市において学校給食費の徴収・管理を担い、適正な債権管理を行う。 

12,277 

(709)

(122) 給食調理業務委託関係事業費 

民間事業者に給食調理業務を委託し、学校給食の運営業務の効率化等を図る。 

小学校等 35 校/42 校が委託済み 

債務負担行為（3年度提出分）金額 185,000 

870,868 

(929,391)

(123) 定時制高等学校等給食事業費 

定時制高等学校等に在籍する生徒の健康保持を図るため、給食を実施する。 

18,749 

(9,563)

(124) 食育フェア開催事業費 

食育を自らの問題として取り組み、市民が生涯にわたり健全な心身を培い、豊

かな人間性を育むことができる社会の実現を目指し、食育推進基本計画に基づ

き、食育の推進を図るため、「食育フェア」を開催する。 

283 

(283)

【款：教育費 項：保健体育費 目：学校給食物資調達費】

(125) 給食物資調達関係事業費 

令和 3 年 4 月の公会計への移行に伴い、新たに小学校等で実施する学校給食用

物資の調達に要する経費を歳出予算に計上する。 

1,110,389 

(0)

(126) 学校給食費調整基金積立金 

令和 3 年 4 月の公会計への移行に伴い、学校給食用物資の価格高騰等により学

校給食費が不足する場合において、その不足を補うための財源を確保すること

を目的とする「尼崎市学校給食費調整基金」を設置し、同基金の積立を行う。 

92,000 

(0)
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【款：教育費 項：保健体育費 目：学校保健体育費】

(127) 学校保健関係事業費 

健康診断の結果を記載した「健康の記録」の配付や医師等による講演会などの

専門医活動を充実するとともに学校保健に関する調査研究委託を行い、児童生

徒の健康の保持増進を図る。 

1,395 

(1,395)

(128) 児童生徒幼児健康診断事業費 

疾病の早期発見と予防に努め、学校教育活動中の安全・安心をより確保するた

め、定期健康診断や心疾患対策、腎疾患対策、結核対策、脊柱側わん症対策、

小児生活習慣病対策等の検診を実施し、児童生徒等の健康づくりを推進する。 

42,221 

(42,512)

(129) 学校安全関係事業費 

カメラ付きインターホン、遠隔操作式施錠装置、防犯カメラ、門扉テンキー解

除装置、安全管理員などを活用し、安全環境の最適化を図るとともに、自動体

外式除細動器（ＡＥＤ）を設置し、万が一の事故にも備える。 

34,011 

(34,923)

(130) 学校体育関係事業費 

小・中・高等学校の児童生徒の体力、運動技能の向上

を図るとともに、教員の指導力を高め、学校体育の振

興を図る。 

1,484 

(1,906)

(131) 体力向上事業費 

本市児童生徒の体力・運動能力は、全国・県平均と比較すると低い水準にある

ことから、児童生徒の実態を的確に掴むため、全小学校、中学校での体力テス

トを実施するとともに、小学校へは授業・体力テスト補助員を派遣し、児童や

教員に指導を行うことで、体力・運動能力の向上を図る。 

2,358 

(2,475)

(132) 学校環境衛生管理関係事業費 

健康で快適な学習環境を維持するため、各種の業務委託を行う。 

76,441 

(124,709)

(133) 学校災害見舞金 

学校の管理下において発生した災害に対して日本スポーツ振興センター災害共

済給付制度による見舞金等の範囲外のものについて見舞金を給付する。 

300 

(300)

(134) 日本スポーツ振興センター共済掛金負担金 

学校園の管理下において発生した災害に対する共済掛金を負担する。 

32,235 

(32,481)

【款：教育費 項：保健体育費 目：社会体育費】 

(135) 「スポーツのまち尼崎」促進事業費 

スポーツの全国大会等を誘致することにより、市民のス

ポーツへの参加意識の高揚と競技力の向上を促進し、

「スポーツのまち尼崎」をアピールすることでイメージ

アップを図る。 

8,074 

(8,124)

133



(136)

主要

No.4

オリンピックを契機としたスポーツ推進事業費 

東京オリンピックを契機として、聖火リレー等のイベントに取り組むことで、

市民のスポーツへの関心を高め、本市の魅力を国内外に発信する。 

23,727 

(27,882)

(137) ふれあいスポーツ推進事業費 

記念公園総合体育館ヘルスエリアに体格に合わせて調節のできるトレーニング

マシンや車椅子使用者も利用できるトレーニングマシン等を設置するととも

に、トレーニングの実技指導を行うことにより、市民の体力向上や健康の保持

増進を図る。 

35,293 

(35,293)

(138) 生涯スポーツ・レクリエーション事業費 

スポーツやレクリエーション活動に親しむ機会と場を提

供し、健康づくりやコミュニティづくりへの関心を高

め、スポーツ・レクリエーション活動の普及、振興を図

る。 

① 月例事業 

② がんばりカード事業等

633 

(1,035)

(139) 市民スポーツ振興事業費 

市民スポーツの振興を図るため、指導者の養成や全国大

会等に出場する市民に激励金を支給するほか、優秀な成

績を収めた選手や功績のあった指導者を表彰する。 

① スポーツ指導者養成事業 

② スポーツ表彰事業等 

2,890 

(2,926)

(140) スポーツ大会事業費 

市民のスポーツ振興と健康の保持・増進を図るため、各

種の大会を開催する。 

① 市民スポーツ祭事業 

② マスターズ大会事業等 

9,988 

(9,893)

(141) 学校開放事業費 

小・中・特別支援学校のスポーツ施設（グラウンド、体育館及び柔剣道場）を

市民に開放し、市民スポーツや地域スポーツ活動の振興を図る。 

82,104 

(82,385)

《学校開放事業利用件数の推移》 

27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

小学校 

41 校 

23,138 件 

(2,386 件) 

24,970 件 

(2,560 件) 

24,697 件 

(2,469 件) 

24,309 件 

(2,228 件) 

23,503 件 

(2,003 件) 

中学校 

17 校 
3,432 件 3,194 件 3,173 件 3,329 件 3,364 件 

特別支援学校 

1 校 
－ － － － 82 件 

合計 26,570 件 28,164 件 27,870 件 27,638 件 26,949 件 

※（ ）内は運営委員会校の内数、令和元年 6月より特別支援学校の開放開始 
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(142) 学校プール開放事業費 

子どもたちが自由に水に親しめる場を確保するとともに

夏休み期間中の充実した生活といった観点から、夏休み

期間中の一定の時期に市立小学校のプールを開放し、子

どもたちの健康増進と健全育成を図る。 

3,577 

(4,239)

《令和元年度学校プール開放事業参加人数》 

学校名 難波小 杭瀬小 大島小 浜田小 武庫東小 上坂部小 合 計 

人 数 491 人 1,027 人 542 人 126 人 181 人 634 人 3,001 人 

※ 付添の保護者を除く、令和 2年度は事業中止  （令和元年 7月 26 日～8月 10 日） 

(143) 地区体育館等指定管理者管理運営事業費 

① 施設数 地区体育館 6、屋内プール 1 

② 竣工年 昭和 51 年～平成 6年 

③ 管 理 指定管理（平成 29～令和 3年度・ 

(公財）尼崎市スポーツ振興事業団） 

265,908 

(265,955)

《サンシビック尼崎》

(144) 地区体育館等施設運営事業費 

地区体育館等の維持管理に係る経費の支出を行う。

8,554 

(8,108)

(145) 地区体育館等整備事業費 

地区体育館等の適正な維持管理と利用者の安全確保のため、施設整備等を行

う。 

・空調設備取替工事（小田体育館） 

11,000 

(22,800)

(146) サンシビック尼崎予防保全事業費 

尼崎市公共施設マネジメント計画（方針 2：予防保全による長寿命化の取組）

に基づき、予防保全による施設の長寿命化に向け、サンシビック尼崎の改修を

行う。 

債務負担行為（3年度提出分）金額 357,600 

247,400 

(25,056)

(147) （仮称）健康ふれあい体育館整備事業費 

尼崎市公共施設マネジメント計画（方針 1：圧縮と再編の取組）に基づき、老

朽化が著しい武庫体育館及び福喜園の機能を統合した施設の整備を進める。 

債務負担行為（3年度提出分）金額 8,400 

6,520 

(39,951)

(148) 体育協会等補助金 

尼崎市体育協会、（公財）尼崎市スポーツ振興事業団及び尼崎市レクリエーシ

ョン協会に対する助成を行うことにより、本市スポーツの推進を図る。 

10,239 

 (1,655)
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